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議員研修

　7月 5日から 7日まで議員 9名で 3年ぶりの視察研修に行ってき
ました。
　初日は民族共生象徴空間ウポポイの視察をしてきました。時間の
関係上、国立アイヌ民族博物館のみの視察となりましたが、アイヌ
文化・歴史が事細かく展示され、より深く理解することが出来ました。
　2日目は札幌コンベンションホールにて全道議員研修会が開かれ、
講演では政治ジャーナリストの泉宏氏の講演を聴いてきました。演
題は「参院選最終情勢分析と選挙後の政局展望」でしたが、長く政
治家との親交のある、また中央政治を見守ってきた講師の鋭い視点・
政治観が大変勉強になりました。

議員視察研修議員視察研修
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賛否一覧・意見書

◆ ◆ ◆ ◆  令和４年 第２回定例会賛否一覧 ◆ ◆ ◆ ◆

※これ以外の議案等は全員一致です。

議案第 39 号
標茶町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の制定について

意見書案第４号
義務教育費国庫負担制度堅持・負担
率 1/2 への復元、教育予算確保・拡
充と就学保障の実現に向けた意見書

意見書案第５号
消費税インボイス制度の実施中止を
求める意見書

議　員　名

議案等の内容

結　
　
　

果

原案可決

原案可決

原案否決

○ 賛成　× 反対　退 退席　欠 欠席　（議長は、可否同数以外の採決には加わりません。）

× ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

○ ○ × ○ × ○ ○ × ○ × ×

○ ○ × × × ○ ○ × × × ×
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委員会報告

○ 調査日時 ： 令和４年４月 26 日

○ 調査場所： 茅沼地区観光宿泊施設

１．調査事項 
　茅沼地区観光宿泊施設改修事業の進捗状況について

２．出席者
　委　員：松下委員長、鴻池副委員長、渡邊委員、熊谷委員、本多委員、菊地委員
　員外議員：深見議員、鈴木議員、類瀬議員、後藤議員
　説明員：冨原建設課長、武藤建築係長、三船観光商工課長、高橋観光振興係長
　事務局：中島議会事務局長、中嶋議会議事係長

総務経済委員会所管事務調査報告書

３．調査の経過及び内容
　提示された資料に基づき説明を受けた。

【主な説明内容】
　この工事は建築主体、機械設備、電気設備の３件に分離して発注している。工事
種別は増築と改修で、延床面積はＲＣ棟が 1,433.35 ㎡、木造棟が 607.67 ㎡、渡
り廊下棟が 10.80 ㎡でエレベーター部の増築部分を含めて計 2,051.83 ㎡である。
　工期は令和３年 10 月１日から令和４年 10 月 31 日の 13 ヶ月である。
　工事の進捗状況は外部、内部とも既存の仕上げ材、建具等の撤去を完了し木造棟
は間取り変更に伴う間仕切壁の施行及び石膏ボード張りまで終了し、それに伴う換
気及びエアコン機器設置、照明配線工事が完了している。外部はサッシの取替え、
サイデイングの張替えを完了している。ＲＣ棟の内部は耐震補強壁の増設を完了し、
外部は既存塗装塗膜の剥離をし外壁躯体のクラックや欠損部の調査を実施してい
る。
　現段階の進捗率は３月末時点で予定 25.6％に対し 24.13％となっており全体の
工程からして問題ないと判断している。
　ウッドショックや原油価格高騰、半導体や電子部品の供給不足により世界的に納
期に影響を及ぼしている状況だが早い段階での資材発注など工期内での完了に向け
て努力している。　

４．委員会の所見
　昭和 53 年建設のＲＣ棟のコンクリート躯体を見ることができたが、更なるクラッ
クと欠損部の調査に留意していくべきと考える。
　今後、外構工事も行われるが冬期間の工事を少しでも少なくなるよう着工時期を
早める方策を検討すべきである。
　安全対策には万全な留意をはかり無事故で工事が終えることを望む。
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委員会報告

○ 調査日時 ：令和４年５月 18 日

○ 調査場所： 標茶町役場議員室

厚生文教委員会所管事務調査報告書

１．調査事項 
　後期高齢者医療制度の現状と課題について

２．出席者
　委　員：深見委員長、類瀬副委員長、長尾委員、鈴木委員、黒沼委員、後藤委員
　説明員：村山住民課長、日比野年金保険係長
　事務局：中島議会事務局長、中嶋議会議事係長

３．主な資料説明
※主に下記の内容等について説明を受けた。
　はじめに、北海道後期高齢者医療広域連合発行の「75 歳以上の方と 65 歳～ 74 歳で一定の障が
いのある方が対象・後期高齢者医療制度」のリーフレットに基づき、後期高齢者医療制度について、
その概要について説明を受けた。
　後期高齢者医療の被保険者数は、制度が開始された平成 20 年度では、1,237 人（人口の 14.4％）
であったが、令和 4 年度では、1,353 人で人口の 18.8％と、14 年間で約４％増加している。
　このうち、10 月から一定以上所得のあるため 2 割負担となる対象者は、北海道が全体のうち約
20％であることから、本町はおおよそ 260 人程度と予想される。
　一定以上の所得があり今まで 1 割負担が 2 割負担となる対象者とは、①世帯に被保険者が１人だ
けの場合「年金収入＋その他の合計所得金額」が 200 万円以上の人、②世帯に被保険者が２人以上
の場合、「年金収入＋その他の合計所得金額の合計が 320 万円以上の場合。
　窓口負担割合が２割となる人については、令和４年 10 月１日の施行後３年間、１か月の外来医
療の負担額を 3,000 円までに抑える配慮措置がある。なお、入院は対象外である。
　保険料の収納状況は、令和３年度で 99.51％となっていて、令和３年度確定値はこれより増加す
る見込みである。
　一人当たりの保険料は、今回の改定により令和３年度と比べて均等割り額が 52.048 円から
51,892 円となり 156 円の減額となった。また、所得割率は、令和３年度の 10.98％から変更はない。

４．委員会の所見
　後期高齢者医療被保険者に移行するときは、本人の 75 歳の誕生月であるが、中には突然被保険
者証が送付されてきて、よく理解できない人がいる。説明書も入っているが、制度自体が複雑なた
め、高齢者には難しい。もっと大きな文字で簡潔に理解できるような仕組みが必要である。
　このままいくと、今までの例にあるように後期高齢者は増え続け、それを現役世代が支えるとい
う仕組みだけではこの制度は持たない。制度について今後の見通しを考えるべきである。
　北海道後期高齢者医療広域連合議会の様子がわからない。ホームページにはその都度会議録等が
掲載されているが、直近の報告は、令和４年の第一回定例会である。２割負担の導入やマイナンバー
カード促進の予算等が提案されているが、多くの議員が知らないまま決定されている。後期高齢者
医療制度導入時には、今まで通り町民の意見や実情を反映できる制度だと約束されていたが実情は
そうでない。広域連合議会の議案、議会での議論の状況など簡潔にまとめたものを構成する市町村
議会に明らかにすべきである。

４．主な質問と説明
Ｑ：高額な医療費について、貸付制度はないか。
Ａ：ない。
Ｑ：医療費の３割窓口負担は、どんなに高齢になっても変わらない。配慮できないのか。
Ａ：制度が所得に応じての負担となっているので、年齢がいっても変えられない。
Ｑ：若人の負担が多い。今後も負担率が上がり増えてくる。これについて考えはあるか。
Ａ：保険料額が高くなるということは予想される。医療費がかからないよう健康づくりに取り組み、
　  健康寿命を伸ばすことが必要である。
　 （健康寿命を伸ばすことはそのとおりだが、本町は行政面積が広い。健康診断の場所も中心に　
　 寄ってきて，遠隔地の人は困難である、受けたくても受けられないのが実情だとの意見もあった）


